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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月15日(2015.12.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スプレーブースのオーバースプレー収集装置であって、
　長手方向軸に沿って長手方向に延在する第１の側壁及び第２の側壁と、
　前記第１の側壁と前記第２の側壁との間に配置されて、前記長手方向軸に沿って長手方
向に延在する排出ダクトと、
　前記第１の側壁から下方に離れるように、前記排出ダクトの第１の側部に向かって延在
する第１の傾斜床、及び前記第２の側壁から下方に離れるように、前記排出ダクトの第２
の側部に向かって傾斜する第２の傾斜床と、を備え、
　前記排出ダクトは、前記長手方向軸に沿って長手方向に、前記排出ダクトの前記第１の
側部と前記第２の側部との間で延在するダクト床と、少なくとも部分的に前記床の上方で
長手方向に延在する吸引フードとを有し、
　前記吸引フードは第１の可動パネル及び第２の可動パネルを有し、前記第１の可動パネ
ルは前記第１の傾斜床にヒンジ取付され、前記第２の可動パネルは前記第２の傾斜床にヒ
ンジ取付され、前記第１の可動パネル及び前記第２の可動パネルは開位置と閉位置との間
で可動であり、前記第１の可動パネル及び前記第２の可動パネルは、前記閉位置にあると
きに前記吸引フードを形成し、
　前記第１の可動パネルは、前記閉位置にあるとき、前記ヒンジの下方に延在し且つ前記
第１の傾斜床の下部及び前記ダクト床から離間する下部を有し、前記第１の側部に沿って
前記排出ダクトの第１の入口スロットが形成され、前記第２の可動パネルは、前記閉位置
にあるとき、前記ヒンジの下方に延在し且つ前記第２の傾斜床の下部及び前記排出ダクト
床から離間する下部を有し、前記第２の側部に沿って前記排出ダクトの第２の入口スロッ
トが形成される、オーバースプレー収集装置。
【請求項２】
　前記第１の可動パネル及び前記第２の可動パネルは、前記開位置にあるとき、清掃のた
めに前記排出ダクト床に対するアクセスを提供する、請求項１に記載のオーバースプレー
収集装置。
【請求項３】
　前記第１の可動パネルは、前記第１の傾斜床にオフセットしてヒンジ取付され、前記第
１の入口スロットを提供する、請求項１に記載のオーバースプレー収集装置。
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【請求項４】
　前記開位置と前記閉位置との間で前記第１の可動パネルを動かすように動作可能なアク
チュエーターを備える、請求項１に記載のオーバースプレー収集装置。
【請求項５】
　前記長手方向軸に対して横断方向に前記ダクト床を横切って延在するエアディフューザ
ーを備え、前記エアディフューザーは、加圧空気を受け取るように構成され、加圧空気が
通って前記排出ダクトに入る１つ又は複数の開口を有する、請求項１に記載のオーバース
プレー収集装置。
【請求項６】
　エアディフューザーが、前記長手方向軸に沿って互いから均等に離間してある、請求項
１に記載のオーバースプレー収集装置。
【請求項７】
　第１の側壁及び第２の側壁と、
　前記第１の側壁と前記第２の側壁との間に配置されるとともに、長手方向軸に沿って延
在する排出ダクトと、を備え
　前記排出ダクトは、前記長手方向軸に沿って長手方向に、前記排出ダクトの第１の側部
と前記排出ダクトの第２の側部との間で延在するダクト床と、少なくとも部分的に前記ダ
クト床の上方に延在する吸引フードとを有し、
　前記長手方向軸に対して横断する方向に前記ダクト床の少なくとも一部を横切って延在
するエアディフューザーであって、加圧空気を受け取るように構成され、加圧空気が通っ
て前記排出ダクトに入る１つ又は複数の開口を有するエアディフューザー、を備える、ス
プレーブース。
【請求項８】
　第１の端壁と第２の端壁との間で長手方向に、前記第１の側壁及び前記第２の側壁とと
もに延在する床及び天井を備える、請求項７に記載のスプレーブース。
【請求項９】
　前記排出ダクトはダクト床を有し、前記床は、前記第１の側壁から下方に離れるように
前記排出ダクトの前記第１の側部に向かって延在する第１の傾斜床と、前記第２の側壁か
ら下方に離れるように前記排出ダクトの前記第２の側部に向かって傾斜する第２の傾斜床
とを含む、請求項８に記載のスプレーブース。
【請求項１０】
　前記第１の傾斜床及び前記第２の傾斜床と前記吸引フードとは、前記排出ダクトへの第
１の入口スロット及び第２の入口スロットを提供する、請求項９に記載のスプレーブース
。
【請求項１１】
　スプレーブースのオーバースプレー収集装置であって、
　排出チャネルであって、長手方向軸に沿って長手方向に、前記排出チャネルの第１の側
部と第２の側部との間で延在するチャネル床と、少なくとも部分的に前記チャネル床の上
方に長手方向に延在するフードとを有する、排出チャネルと、
　前記長手方向軸に対して横断方向に前記チャネル床を少なくとも部分的に横切って延在
するエアディフューザーであって、加圧空気を受け取るように構成され、加圧空気が通っ
て前記排出ダクトに入る１つ又は複数の開口を有するエアディフューザーと、を備える、
オーバースプレー収集装置。
【請求項１２】
　前記エアディフューザーからの加圧空気がパルス駆動される、請求項１１に記載のオー
バースプレー収集装置。
【請求項１３】
　スプレーブースのオーバースプレー収集装置であって、
　排出ダクトであって、前記長手方向軸に沿って長手方向に、前記排出ダクトの第１の側
部と第２の側部との間で延在するダクト床と、少なくとも部分的に前記ダクト床の上方に
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長手方向に延在する吸引フードと、を有する排出ダクトを備え、
　前記吸引フードは、第１の軸の回りに枢着される可動パネルを含み、
　前記可動パネルに結合可能であると共に、前記可動パネルを第１の位置と第２の位置と
の間で動かすように動作可能であるアクチュエーターを備える、オーバースプレー収集装
置。
【請求項１４】
　前記アクチュエーターは、前記可動パネルに衝撃力を印加するように動作可能である、
請求項１３に記載のオーバースプレー収集装置。
【請求項１５】
　前記アクチュエーターは、前記吸引フードを開閉するよう前記可動パネルを動かすよう
に動作可能である、請求項１３に記載のオーバースプレー収集装置。
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